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八 鹿青 渓
貫 徹 慎 独 創 造

学校教育目標「ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成」

優勝は緑ブロック66点

準優勝は赤･黄52点

今年の体育祭は、前日からの雨で開催が危ぶまれ､当日もグランドコンディション
はよくありませんでした。朝早くから保護者の皆さまにテント張りや水抜きなどの会
場設営にご協力をいただき、お陰様で予定通り体育祭を実施することができました。
今年の体育祭は今まで以上に、保護者・生徒皆で創り上げた体育祭となりました。

コロナ禍で今年も演技種目等に制限のある中での開催ではありましたが、３年生のブ
ロックリーダーを中心に、お互いの頑張りを讃え合い、自然と笑顔がこぼれる体育祭
となりました。保護者の皆様、温かいご声援、ありがとうございました。体育祭での
学びを節目に、令和４年度後半のスタートです。

いつも頼もしい3年生：体育祭後はノーサイドでお互いの健闘を讃え合う

【学んだことを活かす！】今年の体育祭も内容を大幅に縮小しての開催でした。
体育祭等の学校行事で大切なことは、次の３点だと考えます。①事前の準備や取組、
②当日の頑張り、③行事後の生活に学びを活かす、です。当日だけ頑張るのではあ
まり意味はありません。今回の体育祭で、①では初めての生徒会種目や２年振りの
校歌ダンスへの取組を始め､体育祭をより良いものにしようとする意気込み､創意工
夫を感じました。②ではスローガンの｢友笑」のもと、競技に運営に全力を注ぐこ
とができました。しかし、③の“学びの活かし方”は人それぞれで活かす時期も場
所も全員が同じとは限りません。今年度も各
学年の後半に入っていきます。「今回、学ん
だことを活かす」ことで、一回りも二回りも
成長できるのだと考えます。

生徒会種目:息を合わせろ！ﾛｰﾌﾟｽｷｯﾋﾟﾝｸﾞ 生徒会種目 :狙いを定めponponpon八 鹿 青 渓 ダ ンス :校 歌 ダ ン ス
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修学旅行スローガン「同心協力 ～Let's achieve our goals with a smile～」

９月14日(水)～16日(金)の３日間は、当初の予定日から延期になっていた３年生の修学
旅行でした。今年もクラス別にバスでの移動となりました。行き先は京都･奈良･大阪方
面です。今年は延期した分、お互いの気心を知れての旅行となりました。｢同心協力｣を
合言葉に「皆の心を一つに、力を合わせてより良い修学旅行にしよう」と取り組みまし
た。常にお互いを思いやり、学ぶときは学ぶ、楽しむときは楽しむ､休む時は休むなどの
メリハリがあり、誰もが元気でスローガン｢同心協力」を達成できた修学旅行となりまし
た。特に保津川でのラフティング体験や最後に訪れたＵＳＪ（ユニバーサルスタジオジャパ
ン）班行動では、３年生の楽しむ姿、思いやる姿、力を合わせる姿が見られました。次
の旅は卒業までの中学校生活です。卒業まで、修学旅行同様にお互いを思いやり、更に
お互いを認め合い、高め合い、絆を深める旅をしてほしいものです。修学旅行を終え、
３年生はいよいよ各自の進路実現（高校入試）に本格的に向き合うこととなります。

■マラソン大会を実施します■
女子は11:00 男子は11:05スタート予定
10月５日(水)、｢八鹿青渓マラソン大会｣を
実施します。女子は３km、男子は４kmを走り
ます。｢貫徹･慎独の精神｣を試す機会です。
今年も、最後の上り｢貫徹坂｣で歯を食いしば
って走る姿に期待します。マラソンは自分と
の勝負です。生徒には自己記録をめざし、自
分のペースを守って走るように伝えます。万
全の体調で走ることができるよう、家庭での
体調管理をよろしくお願いいたします。

正式なルールで金魚すくい

行程 １日目 学校発(バス) 6:45 →保津川ラフティング体験 →嵐山班別学習 →鹿苑寺（金閣寺）見学 →奈良泊
２日目 東大寺見学 →郡山で金魚すくい体験・伝統産業学習→大阪市立科学館班別学習 →希望別：野球観戦(京セラドーム）・海遊館見学→大阪泊
３日目 ＵＳＪ（ユニバーサルスタジオジャパン） → 18:30:学校着(バス)

大阪市立科学館で科学体験

同心協力でラフティング２ 組 ： 東 大 寺 で 歴 史 を 学 ぶ １組 :笑 顔は じけ るＵＳＪ
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3組 :ラ フティング前に撮影

速報おめでとう野球部!:野球部が第46回近畿少年軟式野球大会少年部(9/25）で

優勝しました。決勝で大和クラブ(奈良)に６対１で勝利。詳細は次号でお知らせします。


